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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  簡単な接続構成で各装置の設定等の制御や画
像伝送により表示装置で表示できるようにした利便性の
高い電子内視鏡装置を提供する。
【解決手段】  撮像素子を備えたＴＶカメラ装着内視鏡
４に照明光を供給する光源装置６、撮像素子に対する信
号処理を行うＣＣＵ７、映像信号を記録するＶＴＲ８、
映像信号を表示するモニタ９等は高速で映像データ、制
御データをシリアルで転送するＩＥＥＥ１３９４バス用
のツイストペアケーブル１２ａ等でチェーン状に接続さ
れ、映像データにアドレスを付加した制御データを適宜
のサイクル内で混在して転送することにより、モニタ９
は映像データを取り込んで画像表示を行い、また付加さ
れたアドレスに対応する装置では制御データによりその
装置の設定等を設定できるようにして利便性を向上し
た。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体を照明する照明光を発生する光源
手段を有する照明装置と、
前記照明装置に設けられ、所定のフォーマットで制御情
報を送受可能な第１の通信インターフェイス手段と、
前記照明装置の前記光源手段で照明された前記被検体を
撮像する撮像手段を有する撮像装置と、
前記撮像装置に設けられ、前記所定のフォーマットで前
記制御情報を送受可能な第２の通信インターフェイス手
段と、
前記撮像装置の前記撮像手段で撮像された撮像信号に基
づき、前記被検体の画像を表示可能な表示手段を有する
表示装置と、
前記表示装置に設けられ、前記所定のフォーマットで制
御情報を送受可能な第３の通信インターフェイス手段
と、
前記第１の通信インターフェイス手段と前記第２の通信
インターフェイス手段と前記第３の通信インターフェイ
ス手段との間で相互に前記装置間の制御可能に接続する
通信ケーブルと、
前記撮像装置に設けられ、前記通信ケーブルを介して送
信可能に前記撮像手段の前記撮像信号を画像データに変
換して前記第２の通信インターフェイス手段に出力する
画像データ変換手段と、
前記表示装置に設けられ、前記通信ケーブルを介して受
信した前記画像データを表示処理する表示処理手段と、
を具備したことを特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は撮像手段を備えた電
子内視鏡で内視鏡検査を行う電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、映像信号のデジタル化が進み、信
号処理装置内部でのデジタル信号処理のみならず、デジ
タル映像データを出力する電子内視鏡装置が、例えば特
開平３－２１４２９０で提案されている。しかしなが
ら、特開平８－２１４２９０においては、単にイメージ
データをシリアルのデジタル信号として出力するように
したものであり、従来から言われているデジタルデータ
による画質の劣化が無いこと、或いはシリアルデータに
よる伝送ケーブルの簡素化が目的であった。
【０００３】一方、従来の電子内視鏡装置或いは電子内
視鏡システムにおいて、照明光学系ＴＶカメラ、表示用
モニタ、その他の手術機器によって手術用のシステムを
構築する際に、各種の機器をコントロールする方法とし
て、システムセンタなる機器を導入し、該システムセン
タより個々の機器に対して通信を行っていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】このため、システムセ
ンタが個々の機器と個別に通信を行っており、コントロ
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ールが繁雑になり、且つ通信に要する時間がかかってい
たため、きめ細やかな制御ができない場合があった。ま
た、映像信号出力の他、光源装置（照明装置）との信号
の送受やＶＴＲの録画指示信号やシステム構築時のリモ
ート接続など各種信号の送受のために個別に各種インタ
ーフェースを備えており、装置間を様々なケーブルで接
続する必要があった。
【０００５】（発明の目的）本発明は、上述した事情に
鑑みてなされたものであり、簡単な接続構成で各装置の
設定等の制御や画像伝送により表示装置で表示できるよ
うにした利便性の高い電子内視鏡装置を提供する事を目
的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】被検体を照明する照明光
を発生する光源手段を有する照明装置と、前記照明装置
に設けられ、所定のフォーマットで制御情報を送受可能
な第１の通信インターフェイス手段と、前記照明装置の
前記光源手段で照明された前記被検体を撮像する撮像手
段を有する撮像装置と、前記撮像装置に設けられ、前記
所定のフォーマットで前記制御情報を送受可能な第２の
通信インターフェイス手段と、前記撮像装置の前記撮像
手段で撮像された撮像信号に基づき、前記被検体の画像
を表示可能な表示手段を有する表示装置と、前記表示装
置に設けられ、前記所定のフォーマットで制御情報を送
受可能な第３の通信インターフェイス手段と、前記第１
の通信インターフェイス手段と前記第２の通信インター
フェイス手段と前記第３の通信インターフェイス手段と
の間で相互に前記装置間の制御可能に接続する通信ケー
ブルと、前記撮像装置に設けられ、前記通信ケーブルを
介して送信可能に前記撮像手段の前記撮像信号を画像デ
ータに変換して前記第２の通信インターフェイス手段に
出力する画像データ変換手段と、前記表示装置に設けら
れ、前記通信ケーブルを介して受信した前記画像データ
を表示処理する表示処理手段と、を具備したことによ
り、通信ケーブルをネットワーク型に接続する等、簡単
な接続構成で各装置の設定等の制御や画像伝送により表
示装置で表示できるようにしている。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図５は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の電子内視
鏡システムの全体構成を示し、図２はＴＶカメラ装着内
視鏡の構成を示し、図３は光源装置の構成を示し、図４
はカメラコントロールユニットの構成を示し、図５はＶ
ＴＲの構成を示す。
【０００８】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の電子内視鏡システム１は、硬性内視鏡２及びこの硬
性内視鏡２に装着されたＴＶカメラ３からなる（電子内
視鏡に相当する）ＴＶカメラ装着内視鏡４と、硬性内視
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鏡４にライトガイドケーブル５を介して照明光を供給す
る光源装置（或いは照明装置）６と、ＴＶカメラ３のカ
メラケーブル３５の端部が着脱自在に装着され、ＴＶカ
メラ３に内蔵された撮像手段に対する信号処理を行う撮
像装置或いはカメラコントロールユニット（ＣＣＵと略
記）７と、ＣＣＵ７からの映像信号を記録するＶＴＲ８
と、映像信号を表示する表示装置としてのモニタ９と、
体腔内に炭酸ガスを送り込んで体腔内を膨らます（気腹
する）気腹器１０と、各種の設定情報を送出するパーソ
ナルコンピュータ（以下、パソコン）１１とからなり、
光源装置６、ＣＣＵ７、ＶＴＲ８、モニタ９、気腹器１
０、パソコン１１はデジタルの通信インタフェース手段
として高速に映像信号及び制御信号などのデータ転送が
シリアルで可能なＩＥＥＥ１３９４－１９５５（High  
Performance  Serial  Bus）（以下、単にＩＥＥＥ１３
９４バスと略記）を設けており、これらのＩＥＥＥ１３
９４バスはＩＥＥＥ１３９４バス用ツイストペアケーブ
ルでチェーン状に接続されている。
【０００９】例えば、パソコン１１は気腹器１０とＩＥ
ＥＥ１３９４バス用ツイストペアケーブル（以下単にツ
イストペアケーブルと略記）１２ａで接続され、気腹器
１０は光源装置６とツイストケーブル１２ｂで接続さ
れ、光源装置６はＣＣＵ７とツイストペアケーブル１２
ｃで接続され、ＣＣＵ７はＶＴＲ８とツイストペアケー
ブル１２ｄで接続され、ＶＴＲ８はモニタ９とツイスト
ペアケーブル１２ｅでチェーン状に接続されている。
【００１０】この接続により、ＩＥＥＥ１３９４バスに
よるネットワーク構成が形成されてデジタルで高速の映
像データ、制御データ等をシリアルで転送できるように
している。
【００１１】これらはデイジチェーン方式とノード方式
とを混在させたチェーン状に接続されていればよい為、
接続の順序は実施の形態の限りではなく、自由に接続で
きる。この為、接続の順序は意識することなく、システ
ム中の装置の追加、取り外しを容易に行う事ができる。
各装置は固有のＩＤを有し、それぞれが認識し合うこと
で、ＩＥＥＥ１３９４バスで接続された範囲でネットワ
ークを構成する。
【００１２】データ転送モードとしては、制御信号等の
非同期データ（アシンクロナスデータ）を転送するアシ
ンクロナス転送モードとリアルタイムのビデオデータや
オーディオデータ等の同期データ（アイソクロナスデー
タ）を転送するアイソクロナス転送モードがある。これ
らは、各サイクルの中において、アイソクロナスデータ
の転送をアシンクロナスデータより優先しつつ、サイク
ル内で混在（時分割）して転送される。
【００１３】各ツイストペアケーブル１２ｉ（ｉ＝ａ～
ｅ）は２組のツイストペア信号線（つまり４本）と、電
源線２本の６本の信号線であり、各ツイストペアケーブ
ル１２ｉの両端にはそれぞれコネクタ１３ｉが設けてあ
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り、それぞれコネクタポートに着脱自在で接続される。
また、各ツイストペアケーブル１２ｉ及びコネクタ１３
ｉは同じ形状であり、接続する場合に使用するツイスト
ペアケーブル１２ｉが制限されることなく使用できる。
また、コネクタ１３ｉが接続される後述する各コネクタ
ポートも同じ形状であり、任意のコネクタ１３ｉを接続
することができる。
【００１４】図２はＴＶカメラ装着内視鏡４の構成を示
す。硬性内視鏡２は硬質の挿入部２１とこの挿入部２１
の後端に設けられた操作部（把持部）２２と、この操作
部２２の後端に設けられた接眼部２３とを有し、操作部
２２の口金部にはライトガイドケーブル５の一端が接続
され、このライトガイドケーブル５の他端は光源装置６
に着脱自在で接続されるライトガイドコネクタ２４が形
成されている。
【００１５】また、この硬性内視鏡２の挿入部２１内に
はライトガイド２５が挿通され、このライトガイド２５
の後端はさらにライトガイドケーブル５内のライトガイ
ドを介して光源装置６に接続することができる。そし
て、光源装置８から供給される照明光を伝送して挿入部
２１の先端部２６に固着されたライトガイド先端面から
出射し、被写体を照明する。
【００１６】先端部２６には対物レンズ２７が設けてあ
り、この対物レンズ２７による光学像をリレーレンズ系
２８で後方側に伝送し、接眼部２３に設けた接眼レンズ
を介して拡大観察することができる。
【００１７】この接眼部２３にはＴＶカメラ３を構成す
るカメラヘッド３１が装着される。このカメラヘッド３
１内には接岸レンズに対向して結像レンズ３２が配置さ
れ、接眼レンズ側に伝送された光学像がその結像位置に
配置されたＣＣＤ３３に結像される。このＣＣＤ３３の
撮像面の前には例えば各画素毎にＲ、Ｇ、Ｂに（光学的
に）色分離するモザイクフィルタ３４が配置され、色分
離された光をＣＣＤ３３の撮像面に導く。
【００１８】このＣＣＤ３３はカメラヘッド３１から延
出されたカメラケーブル３５内に挿通された信号線によ
り、その後端の信号コネクタ３６の接点に接続されてい
る。そして、この信号コネクタ３６はＣＣＵ７の信号コ
ネクタ接続部に着脱自在で接続される。
【００１９】図３に示すように光源装置６は照明光を発
生するランプ４１を内蔵し、このランプ４１で発生した
白色の照明光はその前方の光路中に配置された絞り４
２、挿脱自在に配置された赤外カットフィルタ４３を通
り、コンデンサレンズ４４で集光されてライトガイドコ
ネクタのライトガイド端面に照明光を供給する。
【００２０】上記絞り４２の開口量及び赤外カットフィ
ルタ４３の光路からの挿脱は駆動装置４５により駆動さ
れ、この駆動装置４５はその駆動を制御するＣＰＵ４６
と接続されている。通常観察の場合には、赤外カットフ
ィルタ４３が光路中に配置され，赤外光による特殊観察
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の場合には、赤外カットフィルタ４３が光路外に移動さ
れる。
【００２１】また、このＣＰＵ４６はＩＥＥＥ１３９４
バス４７と接続されている。このＩＥＥＥ１３９４バス
４７には例えば２つのコネクタポート４８ａ、４８ｂと
接続されている。
【００２２】また、ＣＰＵ４６にはこの光源装置８の動
作プログラム等を記憶（記録）したＲＯＭ４９が接続さ
れている。このＲＯＭ４９は例えば不揮発性で電気的に
書換可能でリードオンリメモリとしてのＥＥＰＲＯＭ、
或いは不揮発性のリードオンリメモリとしてのＲＯＭの
他に、ハードディスク、フロッピディスク等の記憶装置
でも良い。
【００２３】また、図４に示すようにＣＣＵ７は、ＴＶ
カメラ３のＣＣＤ３３を駆動するドライバ５１を内蔵
し、このドライバ５１からのＣＣＤドライブ信号をＣＣ
Ｄ３３に印加して光電変換された信号電荷をＣＣＤ出力
信号として読み出す。
【００２４】このＣＣＤ出力信号はＣＤＳ回路５２によ
り信号成分が抽出され、映像処理回路５３に入力され、
映像処理回路５３は色分離、ホワイトバランス補正等の
映像信号処理して標準的な映像信号を生成すると共に、
調光用信号を生成する。
【００２５】この映像処理回路５３はＣＰＵ５４及びＩ
ＥＥＥ１３９４バス５５と接続されている。また、ＣＰ
Ｕ５４はＩＥＥＥ１３９４バス５５とも接続されてい
る。このＩＥＥＥ１３９４バス５５には例えば２つのコ
ネクタポート５６ａ、５６ｂが接続されている。また、
ＣＰＵ５４にはこのＣＣＵ７の動作プログラム等を記憶
（記録）したＲＯＭ５７が接続されている。このＲＯＭ
５７は上記ＲＯＭ４９と同様にＥＥＰＲＯＭ等で構成さ
れる。
【００２６】ＣＰＵ５４は映像処理回路５３で生成した
デジタルの映像信号をＩＥＥＥ１３９４バス５５を介し
て例えばアイソクロナス（同期）転送でＶＴＲ８等に転
送する制御を行うと共に、デジタルの調光用信号も転送
する制御等を行う。
【００２７】また、このＣＣＵ７はパソコン１１からの
指示により、赤外光による特殊観察モードでは、映像処
理回路５３内の図示しない信号処理用マトリックスを赤
外光に対応したものに切り換える。
【００２８】つまり、通常モードではＣＣＤ３３の出力
信号をＲ、Ｇ、Ｂ信号或いは輝度信号と色差信号とに分
離する処理を行うが、赤外光による特殊観察モードで
は、モザイクフィルタ３４のＲフィルタに対応するＣＣ
Ｄ画素の出力信号のみから信号処理用マトリックスによ
り例えばＧ、Ｂの信号も生成する。
【００２９】また、調光用信号も通常モードでは輝度信
号を積分する等して生成するが、特殊観察モードではモ
ザイクフィルタ３４のＲフィルタに対応するＣＣＤ画素
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の出力信号に基づいて調光用信号を生成すると共にその
基準レベルも変更する等、調光のための評価関数を特殊
観察モードに適切なものに切り換える。
【００３０】また、図５に示すようにＶＴＲ８はＶＴＲ
本体６１と、このＶＴＲ本体６１に接続されたＣＰＵ６
２とＩＥＥＥ１３９４バス６３と、ＩＥＥＥ１３９４バ
ス６３に接続された例えば２つのコネクタポート６４
ａ、６４ｂと、ＣＰＵ６２に接続されたＲＯＭ６５とか
ら構成される。また、ＣＰＵ６２はＩＥＥＥ１３９４バ
ス６３とも接続されている。
【００３１】また、モニタ９は、図５のＶＴＲ８におい
て、ＶＴＲ本体６１をモニタ本体とした構成と同様であ
る（この場合には、１つのコネクタポートで良い）。ま
た、気腹器１０も図５のＶＴＲ８において、ＶＴＲ本体
６１を気腹器本体とした構成と同様である。また、パソ
コン１１は通常のパソコンにＩＥＥＥ１３９４バス及び
そのＩＥＥＥ１３９４バスに接続されたコネクタポート
を設けた構成となっている。
【００３２】このような構成の電子内視鏡システム１で
は、撮像装置としてのＴＶカメラ装着内視鏡４のＣＣＤ
３３で撮像した撮像信号をデジタルの映像データ（画像
データ）に変換して、アイソクロナス転送モードで転送
し、その際にコントロールデータとしての例えば調光用
データを光源装置６向けであるとのアドレス（ＩＤ）を
付加してアシンクロナス転送モードで転送する等、サイ
クル内で映像データにコントロールデータを（時分割
で）重畳した状態で転送するようにする。
【００３３】本実施の形態では、被写体を照明する照明
光を発生する光源装置６と、照明された被写体を撮像す
る撮像手段を備えたＴＶカメラ３と、該ＴＶカメラ３に
よって撮像された映像信号を処理するＣＣＵ７と、映像
信号を映し出すモニタ９と、更に、ＶＴＲ８、気腹器１
０等の周辺装置等からなる手術システムに使用される電
子内視鏡システム１を構成し、映像信号をデジタルで出
力すると共に、各装置の間のコントロール信号と重畳し
て伝送する手段を設け、相互に各種設定のコントロール
信号を送受できるようにしたものである。
【００３４】このようにすることにより、映像データや
制御データは接続された装置に行き渡り、例えばモニタ
９は映像データを取り込み、表示面に映像データを表示
することができ、またＶＴＲ８はレリーズ操作された場
合には映像データを記録する等ができるようにしてい
る。
【００３５】次に通常観察と赤外光による特殊観察とを
切換えながら手術を行うケースを例に本システム１の動
作を説明する。例えば図１に示すように各装置をツイス
トペアケーブル１２ａ～１２ｅで接続し、各装置の電源
をＯＮして動作状態に設定する。すると、ＩＥＥＥ１３
９４バスのネットワーク初期化処理を行う。つまり、バ
スリセットの発生によりバス初期化処理、ノード間の機
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7
器での親子関係の決定を行うことにより接続された機器
の接続形態、つまりツリーの識別処理、そしてこのツリ
ーの識別後のＩＤの識別等の処理が行われてＩＥＥＥ１
３９４バスにより接続された機器における最上位の機器
としてのルートとその他のノードとの関係の決定、ルー
トと各ノードの機器のＩＤが決定される。
【００３６】次にパソコン１１から気腹器１０を動作さ
せるコントロールデータを送り、気腹器１０は体腔内を
気腹して体腔内の気圧の情報を出力する状態となり、そ
の情報をパソコン１１は受け、適正な範囲であるかの判
断を行う。なお、この情報を受けたモニタ９はその表示
面に気圧（圧力）の情報を表示することも可能である。
【００３７】このため、気腹器１０から特定のアドレス
を指定したものとしないで、ブロードキャストデータと
してアイソクロナス転送モードでシステム１に送出する
ようにしても良い。
【００３８】次に、パソコン１１から通常モードで動作
させる指示信号がシステム全体に送出される。この指示
信号により、光源装置６は光路中に赤外カットフィルタ
４３が介挿された状態で照明光を出力する状態となる。
【００３９】また、ＣＣＵ７はＣＣＤ３３で撮像した信
号を各サイクル内で映像データにしアイソクロナス転送
モードで、また調光用データも光源装置６のアドレスを
指定してアシンクルナス転送モードで転送する。
【００４０】そして、モニタ９には映像データが表示さ
れ、光源装置６は調光用データにより絞り４２の開口量
を調整して適正な照明光量にする調光動作を行う。そし
て、この通常観察の状態から赤外光による特殊観察を行
う場合にはパソコン１１のキーボード等から切り換える
指示を行う。
【００４１】この切り換えの指示がシステム全体にパソ
コン１１より出される。この指示によって気腹器１０は
腹腔内の気圧を一時的に減少させるように働く。光源装
置６は、光路中の赤外光カットフィルタ４３を光路から
外す処理を行う。ＣＣＵ７は、赤外光に合わせた信号処
理用マトリックスに切り換えられ、これらの一連の動作
を一括して行う事ができる。
【００４２】更に、ＣＣＵ７は、調光のための評価関数
を切り換え、それに応じた調光用データを同一の経路上
に出力し、光源装置６はこの信号を受けて絞り４２の開
口量を調節する。この時、ＣＣＵ７は、その信号が光源
装置６向けに出されたものである事を差し示すアドレス
を付加している。
【００４３】このようにして、チェーン状等でネットワ
ーク型に接続されたシステム１内で個々の装置は自身の
アドレスかどうかを判定する事によって自分宛に来た制
御信号であるかどうかを判定し、自分宛の信号であった
場合にはそれを取り込み、実行する事ができる。
【００４４】更には、気腹器８は、体腔内の気圧の情報
を符号化した文字情報にする等して本システム１上に送
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出し、この情報をパソコン１１が受けて適正な圧力範囲
であるかどうかを判定する事もできるし、また同一の信
号を受けたモニタ９は、この圧力の情報を復号化して表
示面上に表示する事も可能である。気腹器８以外の装置
も表示すると便利な情報等を同様に符号化等した文字情
報で送出し、モニタ９で表示するようにしても良い。こ
のようなブロードキャストデータの場合には、各装置は
一旦これを受け取り、対応処理可能なデータである場合
には個々に対応する処理を実行する。
【００４５】このように本実施の形態によれば、同一の
通信ケーブルとしてのツイストペアケーブルを用いて各
装置をネットワーク接続する事によって、様々な信号の
送受が共通のプロトコルによって行えるため、各装置の
設定を一括して変更する事ができ、共通化されたシステ
ムによって、医療現場の様々なニーズに迅速に対応でき
るという効果を有する。また、接続の順序を意識する必
要がないため、システム構築時の誤接続や配線の繁雑さ
も解消できる。なお、撮像手段を備えたＴＶカメラ装着
内視鏡４の代わりに対物レンズの結像位置に撮像素子を
配置した電子内視鏡（本明細書ではＴＶカメラ装着内視
鏡４を広義には電子内視鏡に含まれるとした名称を採用
している）採用しても良いことは明らかである。
【００４６】（第２の実施の形態）第２の実施の形態は
図１における硬性内視鏡２に装着されるＴＶカメラ３に
識別情報（ＩＤ）の発生手段を設け、ＣＣＵ７はそのＩ
ＤによりＴＶカメラ３の種別を識別できるようにした以
外のハードウェアの構成は第１の実施の形態と同様であ
る。第２の実施の形態としては、硬性内視鏡２の手技別
設定を例に説明する。
【００４７】本実施の形態は、基本的には、医療用の手
術現場に設置されるものであり、手術としては、腹腔鏡
下内視鏡手術、鼻腔鏡による内視鏡手術等様々な手技が
同一のシステムを用いて実施される場合がある。
【００４８】この時、腹腔鏡下内視鏡手術と鼻腔鏡によ
る内視鏡手術では、機器の設定が大きく異なり、その設
定を逐一この機器に対して行うのは大変繁雑であった。
本実施の形態によれば、ＣＣＵ７はＴＶカメラ３あるい
は電子内視鏡からその種別を判定するスコープＩＤを取
得し、その情報を各装置にブロードキャストする事によ
って各装置はその設定を一括して変更する事ができる。
【００４９】より具体的には、ＣＣＵ７は、色再現を変
更する色マトリックスを変更し、光源装置６は、例えば
その配光を変更する。このように、ＣＣＵ７にＴＶカメ
ラ３あるいは電子内視鏡が接続される事によってパソコ
ン１１を介さずに自動的にシステム１の設定を変更する
事ができる。このように、本システム１では、各装置の
状態の変化を相互に伝達し合う事によって自動的にシス
テム全体の設定を最適化する事ができる。その他は第１
の実施の形態と同様の効果を有する。
【００５０】［付記］
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１．被写体を照明する照明光学系と、該被写体を撮像す
るＴＶカメラと、該ＴＶカメラによって撮像された映像
信号を映し出すモニタとからなる電子内視鏡システムに
おいて、映像信号をデジタルで出力すると共に、各装置
間のコントロール信号を前記デジタル映像信号に（時分
割で）重畳して伝送する手段を設け、相互に各種設定の
コントロール信号を送受することを特徴とする電子内視
鏡システム。
【００５１】２．付記１において、各装置間の接続は、
ネットワーク型の接続であり、各装置の設定を一括して
行えることを特徴とする電子内視鏡システム。
３．被写体を照明する照明光学系と、該被写体を撮像す
るＴＶカメラと、該ＴＶカメラによって撮像された映像
信号を映し出すモニタと、さらに、ＶＴＲ、電気メス、
気腹器等の周辺機器等からなる手術システムを含めた電
子内視鏡システムにおいて、映像信号をデジタル出力す
ると共に、各装置間のコントロール信号を前記デジタル
映像信号に重畳して伝送する手段を設け、相互に各種設
定のコントロール信号を送受することを特徴とする電子
内視鏡システム。
【００５２】４．付記１または付記３において、各装置
から送られてくる情報をモニタ上に表示することを特徴
とする電子内視鏡システム。
５．付記４において、各装置から送られてくる情報は、
符号化された文字情報であり、モニタ側で復号化して表
示することを特徴とする電子内視鏡システム。
【００５３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、広
帯域の映像信号に装置間のコントロール信号を重畳して
伝送し、ネットワーク型の接続を行う事で信号の伝送路
を一元化する事により、各装置の設定を一括して行える
ようにすると共に、各装置が出力する信号をダイレクト
に他の装置が受け取る事ができるようにする事で、高速*

10
*にきめ細やかな制御を可能にし、システム接続に関する
利便性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の電子内視鏡システ
ムの全体構成図。
【図２】ＴＶカメラ装着内視鏡の構成を示す図。
【図３】光源装置の構成を示す図。
【図４】カメラコントロールユニットの構成を示す図。
【図５】ＶＴＲの構成を示す図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡システム
２…硬性内視鏡
３…ＴＶカメラ
４…ＴＶカメラ装着内視鏡
６…光源装置
７…ＣＣＵ
８…ＶＴＲ
９…モニタ
１０…気腹器
１１…パソコン
１２ａ～１２ｅ…ツイストペアケーブル
１３ａ～１３ｅ…コネクタ
２５…ライトガイド
２７…対物レンズ
３３…ＣＣＤ
４１…ランプ
４２…絞り
４３…赤外光カットフィルタ
４６、５４、６２…ＣＰＵ
４７、５５、６３…ＩＥＥＥ１３９４バス
４８ａ～４８ｅ…コネクタポート
４９、５７、６５…ＲＯＭ
５３…映像処理回路

【図２】 【図３】
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